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　本報告では、対抗宗教改革期のスペインにおける裸体描写をめぐる言説と裸体画の扱いについ
て、先行研究を踏まえつつ概観するとともに、その流れの中での宮廷説教師パラビシーノの重要
性について考察した。
　16世紀後半から 17世紀にかけてのスペイン美術の全般的特徴とされる禁欲性は、1563年に終
了したトリエント公会議の第 25総会で合意された聖像についての教令との関わりで説明される。
というのも、そこでは信徒の教化における聖像の積極的活用の奨励や、教義・教会の伝統に則っ
た聖像の正確さの確保といった事項に加えて、淫らな聖像の制作や聖堂での展示の禁止が命じら
れたからである。しかし、この教令が細部についての明確な指針を全く示さなかったために、何
をもって「淫ら」と見なすのか、そうした像の私的所有は是とするのかなど、重要な問題が未解
決のまま残された。そもそもイタリア・ルネサンス以来の伝統として、また人間の本性として、
裸体への関心は根強く存在したことから、対抗宗教改革の主導的立場にあったスペインでも、裸
体描写の当否をめぐる議論が建前と本音の間で揺れ動きつつ繰り返されたのである。
　スペインで聖像の「淫らさ」を問題視する動きが見られたのは、トリエント公会議に先立つ
1536年のトレド司教会議においてで、トリエント公会議の直後にその教令の遵守を確認すべく
各地で開催された地方宗教会議でも、「挑発的な美しさや淫らではしたない服装」の像の制作が
禁じられ、既存の同様の像の撤去が命じられた。こうした 16世紀後半の教会会議で特に問題と
されたのは、祝祭の折の宗教行列に出る聖像の過度の世俗性、猥雑性であったと先行研究では考
えられている。
　一方、フェリペ 2世（在位：1556-1598年）以降の宮廷では、イタリアやネーデルラントの画
家の手になる絵画が多く収集されるようになり、王室や貴族のコレクションには神話的主題だけ
でなく宗教的主題の裸体画も少なからず含まれていた。フェリペ 4世期にはその数はますます膨
らんでいったが、特権的な地位にある王侯貴族の趣味だけに、それについては意外なほど寛容な
見方が主流を占めていた。
　その中で際立って厳格な意見を表明したのが、宮廷説教師で詩人としても名高い三位一体会士、
オルテンシオ・フェリックス・パラビシーノ（1580-1633年）であった。パラビシーノは今日知
られている限り、生涯に 2度、裸体描写の問題に明確に言及している。最初はフェリペ 3世妃マ
ルガリータ・デ・アウストリアの追悼説教（1628年）で、この時パラビシーノは、同妃の息子
で神話画や裸体画をとりわけ好んだフェリペ 4世を前に、いかなる私的な空間にもそうした「淫
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らな」絵画は飾られるべきではないと力説した。二度目は、1631年末に行われた、複数の神学者、
聖職者に対する「淫らな絵画」の扱いについての諮問への回答である。回答者の大多数が裸体画
を公に展示することは禁じるべきだとしながらも、私的な所有は黙認し、また宗教画における裸
体描写も、楽園のアダムとイブやスザンナなど、物語上、裸で描くことが必要な主題の場合は容
認するという現実的な態度を示したのに対し、パラビシーノの立場は 1628年の説教と全く同じ
で、いかなる立場の人であろうとも、いかに私的な空間であろうとも、淫らな絵画を所有するこ
とは大罪で、神話的主題はおろか、アダムとイブでさえも裸で描くことは望ましくないと断じて
いる。ハビエル・ポルトゥスが推測する通り、この諮問自体がそもそも、宗教界の権威者の見解
を通じて、私的な裸体画の所有や宗教画における裸体描写にお墨付きを与えることであったと思
われるのに対し、パラビシーノの回答はその趣旨に反してあまりにも厳格で不寛容であったため
に、回答を集めて翌年刊行された小冊子には掲載されなかった。
　とはいえ、パラビシーノがこのような発言をしてからほどなく、絵画の道徳的側面に対する見
方が、宮廷においても厳格化したと考えられる。その理由をパラビシーノの言葉の効力に求めう
るかどうか、それ以外にどのような理由や背景が存在したのかという問いには現段階では明確な
回答をもたない。しかしフェリペ 2世時代からマドリードの王宮の聖具室に飾られていた、裸体
描写が目を引くティツィアーノの《アダムとイブ》が、同様の官能的な神話画とともに、フェリ
ペ 4世と一部の限られた人しか立ち入ることのできないきわめて私的な “秘密の部屋 ”に移され
た事実は、道徳的空気が変化したことの兆候といえる。
